
 

 

第55回 

印 度 学 宗 教 学 会 学 術 大 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程 

平成 25年 6月 1日（土）・6月 2日（日） 

 

会場 

 駒沢女子大学大学館 3階 36番教場 

 

  

 

 

印度学宗教学会事務局 

〒980-8576 仙台市青葉区川内27-1 

東北大学大学院文学研究科 

インド学研究室，宗教学研究室 内 

Tel(Fax): 022-795-6025(3587)［インド学］ 

Tel & Fax : 022-795-6022  ［宗教学］ 

E-mail: IndoReligio@gmail.com 



第１日 ６月１日（土） 

 

学会受付（8:40～）：大学館 

 

□ 開会の挨拶（9:10） 

印度学宗教学会会長  桜 井 宗 信 

 

□ 研究発表（9:20～11:40） 

1. 大和教団における教義形成と「巫者」の位置付けの変化 髙棹 健太      （東北大学） 

2. 韓国の天理教における入信の過程とその分析  陳 宗炫  （東北大学） 

3. 天理教の神名の変遷とその解釈    澤井 治郎 （東北大学） 

4. の説く観想法について―ヘーヴァジュラ系を中心に― 

松村 幸彦      （東北大学） 

5. 近世日蓮宗富士派の臨終行儀をめぐって           長倉 信裕 

（日蓮正宗教学研鑽所） 

6. 死者の「卒業」     大村 哲夫    （東北大学） 

7. 良寛「地震後詩」と宗教者の役割について  斉藤 仙邦  （東北福祉大学） 

 

□理事会 （11:40～12:20） 

□評議員会（12:20～12:50） 

 

 

公開シンポジウム「死者とむき合う」（13:00～16:00） 

パネリスト 

「死者と死―復活信仰の視点から―」   菊地 順 （聖学院大学） 

「被災地の幽霊と宗教者の役割」   高橋 原  （東北大学） 

「死者の顔」                            中村 隆海  （円融寺） 

「臨床宗教師の養成と展望」    谷山 洋三 （東北大学） 

コメンテータ 

 鈴木 岩弓   （東北大学） 

 池上 良正   （駒澤大学） 

 佐々木 俊道（駒沢女子大学） 

司会 

 安藤 嘉則  （駒沢女子大学）  

 

□ 総 会  （16:10～17:00） 36番教場 

□ 懇親会 （18:00～20:00）  ホテルリステル新宿 

〒160-0022東京都新宿区新宿 5－3－20 

Tel:03-3350-0123, FAX:03-3350-0444 



第２日 ６月２日（日） 

 

 

□ 研究発表（9:20～12:20） 

1. ケガレからハレへ―竹駒神社の初午大祭を事例に― アリマンシャル （東北大学） 

2. 流行と巡り―「奥州仙臺七福神」の成立と展開―  黄 緑萍     （東北大学） 

3. 〈神〉となった近代皇族―埼玉県秩父神社における秩父宮祭神化をめぐって― 

       茂木 謙之介    （東京大学） 

4. 尾園 絢一  （東北大学） 

5. 十五年戦争期の岡田式静坐法    栗田 英彦 （東北大学） 

6. 戦時期日本人撮影画像資料に見る「喇嘛教」  高本 康子     （北海道大学） 

7. タイッティリーヤ・ブラーフマナにおける新月祭・満月祭のマントラ  

西村 直子 （東北大学） 

8. 呪術と仏教―念仏＝呪術論争から―   阿部 友紀 （東北大学） 

9. ミーマンサーにおける Yajurveda 中心主義について 吉水 清孝 （東北大学） 

 

□ 研究発表（13:10～16:50） 

1. 第 2章における （遊行）の規定について 

藤本有美 

2. 信仰実践にみる親族の位置―Gellner, D. N. の理論をめぐって― 

       工藤さくら （東北大学） 

3. シャン州 Thar-Lay 僧院所蔵パーリ語写本調査報告 笠松 直（仙台高等専門学校）  

4. 弁財天信仰における蛇の解釈について―江島弁財天を事例に― 

       王 立雪  （東北大学） 

5. における について  菊谷 竜太 （東北大学） 

6. J・M・シャルコーにおける神経病としての悪魔憑き 斎藤 喬 （東北生活文化大学） 

7. 在米モンゴル人キリスト教会の展開とその諸条件  滝澤 克彦 （東北大学） 

8. 井筒哲学におけるタウバ    徳田 幸雄 （東北大学） 

9. マハーヌバーヴ派における帰依と救済について  井田 克征   （金沢医科大学） 

10. 現代東アジアにおける社会参加仏教―震災・生活禅・慈善― 

何 燕生  （郡山女子大学） 

11. 義と現世利益（artha, attha）    村上 真完 （東北大学） 

 

□ 閉会の挨拶 

第 55回学術大会実行委員長   安 藤 嘉 則 



《学園バス停から会場までの案内図》 

 

 

 

 

クローク： 大学館 3階 35番教場  

会員休憩室： 大学館 3階 37番教場 

 

大会実行委員会 

〒208-8511 東京都稲城市坂浜 238 番地 

駒沢女子大学 

（大学代表） Tel. 042-350-7111 

（安藤研究室）Tel. 042-350-7169 

E-mail: yandou@komajo.ac.jp 

ここが、会場です。 


